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あらまし：日本の代謝句な絵巻物である E鳥獣人物戯画』をつかって心理検査のためのシステムを作成した．この
心理検査は被験者が絵巻物の画像をみて感じる心象Eから物語を作成させる方法である．本訪問は，その物語から被験

者が感じる普遍句要素，被験者の属性や文イ凶情景などの独自的要素を探索し，新たな知見を得ることを目的としてし、

る．この検査をおこなうために，以下の5つの要件をi満たす検査支援システムを構築した. 1.日本の絵巻物を鑑賞す
る労法に従って画像を右から左に観察できるようにモニタ表示できること.2.絵巻物の部分についても観森できるモ

ニタ表示が可能なこと.3.被験者のil;象データを直接入力できること 4.データの収集を Webブラウザをつかつ

て自動的におこなえること.5.データ分析が即時におこなえるようにデータを一元管理できること．分析の方j去は，
被験者によって作成された物語を形態素解析し，その物語の鞘数を生かす言葉についての文章属性データを作肱する．

さらに，被験者に性持検査をおこない，被験者自身の属性データを作成する．作成した文章属性データと被験者の属性

デ、ータをつかつてデータマイニングをおこなう． 日本の漫画コミックのルーツといわれる代謝。な絵巻物をつかって

いることは，本研究の 1つの鞘教である．

Summary: A system for psychological tests w拙 madeby using”Cyojujinbutugiga＇’which w回 a
typical picture scroll of Japan. These psychological tests are the methods of making the story made 

from the image felt because the subject sees the image of the picture scroll. This research aims to 

search for original elements of a universal element, subject’s attribute, and the cultural background, 
etc. that the subject feels 仕omthe story, and to obtain new knowledge. To do this inspection, the 
inspection support system filled with the following five requirements was constructed. 1. To observe 

the image the left to the right according the method of appreciating a picture scroll of Japan, the 

monitor display should be able to be done. 2. The monitor display which can be observed about 
the part of the picture scroll must be possible. 3. Subject’s image data should be able to be input 
directly. 4. It is necessary to be able to do automatically by collect of data using a web browser. 

5. To do the data analysis at once, data should be able to be unitary managed. Psychological tests 
are done according to the following procedure. The subject expresses the entire felt image from the 
observation displayed in the monitor and the picture scroll with the story, and inputs it first with 

a keyboard. Next, the subject selects the partial picture of the picture scroll which does the telling 

making easily, and makes the story similarly. The made story is analyzed in the morpheme, and the 

sentence attribute data of the word which makes the best use of the feature of the story is made. Data 
mining is done by using subject’s attribute data as the sentence attribute data which makes the whole 
or the selection part of the picture scroll. One feature of this research is to use a typical picture scroll, 
that is, the root of the cartoon comic in Japan. 

キーワード：巻物，メタファ， 心理検査， Webシステム，テキストマイニング

Keywords: paper scroll, metaphor, psychological test, web system, text mining 
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1 まえがき

心理検査には，個人の精神，メンタルな部分を測定

する精神検査や，性格や＇~度，いわゆるパーソナリティ

を測定する人格検査（性格検査）がある．代表的な方

法として，質問紙法，作業討会主討去，投映法などである．

その中で図形をみせて，そこから連想することを答え

させるローノレ、ンヤツハテスト［5］やTAT(Thematic

Apperception Test)[4］は代表的な検査法である．前

者は，主に精神分析的な目的につかわれることが多い検

査であり，使用する図は左右対象の抽象的な図を用い

る一方後者は，選択した一枚の図をみせてそこから

思いつく物語を話させるものである．本研究では漫画コ

ミックのルーツと言われる鴎獣人物戯画』［9,10］を

題材にした物一樹宇成による心理イメージ収集のための，

巻物メタファを考慮したシステムを設計し実装した．

『鳥獣人物戯画』は平安末期から毒殺倉時代にかけて

の全4巻から構成される絵巻物であり，詞書（説明の

文章）のない黒しき塁の線で描がれた白描画で、ある［1,3]. 

絵巻伽ま，右から左へと横l乙繰り広げられる巻物に，時

間的に展開する物語や長く連続する情景などの絵を描

き，詞書を書き加えたものである［2］.絵巻物は，右か

ら左へと目を流しながら鑑賞することにより，時間の進

行とともに場面の転換や展開をみせる特異なメデ、イア

として相生してし、たこの特性により，絵巻物は，掛

軸や扉風，襖桧など他の絵画とは異なり，映画やビデ

オ快像に近いものであると指摘されている［1].W，鳥獣人

物戯画』では登場人物が連続した動作で描かれている

ため，鑑賞者はあたかも物語を疑似体験しているよう

山惑じることができる．そこで，『鳥獣人物戯画Jを鑑
賞しながら物語を作成させることにより，人の心象イ

メージを観察できると考えた．

これまでの心理検査では，静止画そ抽象的パターン

をみて物語を話させる方法で、あったが，連続オる情景

を自分で操作しながら鑑賞することによって物語を作

成する方法で、これまで、の検査法にはみられなかった新

しい試みといえる．

本検査では，絵巻物が物語る時間と空間を，鑑賞者

が右から左へあたかも視線移動をおこなうような動作を

考慮し，コンビュータ上に築見したまた，I鳥獣人物
戯画』は白紙に墨で描かれたもののため，スキャナー

で取り込んだ画像をグ、レースケール変換をおこない，登

場人物の輪郭，テクスチャを鮮明にし，描写を明確に

した．
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コンビュータでは左から右への文章等の表示物の配

列が通常であり，ユーザもそのコンピュータのメタフア

に慣れている． しかし，絵巻物はそれとは逆に右から

左へのスクロールというメタファを持つ．正反対の方

向性を持つメタファをユーザ（ここでは被験者）に認

識させる検査方法を計画した．

実装方法としてWebブラウザを利用し，オンライ

ンでの心理学検査をおこなうことのできる検査支援シ

ステムを構築した． これにより，多くの心理データを

収集することができる．また，各コンビュータへの検

査システムの商聞の手聞が要らない．すなわち，検査

システムの改変がおこなわれでもサーバの、ンステムを

修正するだけでよい．収集した心理データの一元管理

も可能となる．

さらに，オンラインでの検査のため近くに監腎者が

荊主しなくても操作で、きるユーザピリティ［6］を覇見し

たユーザインタフェースを提供した．まず，タスクモ

デル［7］を記述し正確なタスクの仕識を決定し，一貫

性を持つUI（ユーザインタフェース）部品を各画面に

配置することにより，効率の良い的確な検査データを

収集できる検査システムを実現した．

1.1 関連研究

絵巻物をみて物語を作成させる方法は，これまでの

心理検査の拐樹却こ分類される．拐決法は，一般に「あ

いまいでどうとでも取れる刺激を提示して，それに対

して回答あるいは周芯してもらうことで測定する方法」

といわれている．被験者かちすれば，何を測られてい

るかわからないため，意図的な操作はおきにくい． し

たがって，被験者の無意識的な側面，つまり欲求や感

情，情動などを映し出すことができるといわれている．

投映法で代謝句なものとして，スイスの糊申医学者ロー

ノレシャツハが開発したローノレンャッハ・テスト，モーガ

ンとマーレイが開発したTAT，その他， SCTやP-F

スタディ，パウムテスト， DAP(DrawnA Person), 

HTP(House-Tree-Person），風景橋部去，など様々な

ものがこれまでに存在する．

その中で代表的なテストがローノレ、ンャッハ・テスト

である．これはインクのしみでできた色なし図版5枚

と色あり図版5枚，計 10枚を提示して，それが被験

者に何にみえるかたずね，得られた回答から，精神分

裂病 （統合失調症）や人樹濠害，神経症の鑑別診断や

人格理解をおこなうもので， 検査をおこなう者はかな

りの経験を必要とする．結果の角献は，数量的な分析，



つまりどこをどれだけみたかとか， どのくらいの比率

でみたかなどは「反応整理表」とし、うものにまとめて

被験者の大まかな人格傾向の参考にする．これに対し

て，その反応の百討しの中で被験者がどんな，L的体験をし

ているのか，そこにはどんな欲動があり，防衛がつか

われているのか，といったことは精神分析的（つまり，

力動的）な視点でおこなわれる．また， TATは主題統

覚テスト， といわれ，絵に書かれている場面がどんな

場面で，その中の人物はどんなことを考えているだろ

うか，感じているだろうか， どうしてそんな風になっ

たのか， といったことを考えて 1つの物語を作成させ

る．標組句な方法では一日 10枚の絵画を2日にかけて

おこなう.TATで用いる図版の総数は31枚であるが，

被験者の年齢や↑生別に分けて違う絵をつかっておこな

うことができるようになっている．また子供向けには

ベラックによって CAT(Children’S Apperception 
Test）も開発された．これを作ったマーレイは，人が

物語を話すとき，物語の人物を自分と同一化させ，そ

の人の意識，無意識的な律動明員望，感情などが表れ

ているという偏見を立てている．ロール、ンャッハ・テ

ストと違って結果の整理にスコアリングを用いないの

がTATの鞘数である．

本研究は，投映法の中でも TATなどの被験者なり

の意味づけをおこなう解釈的方法に分類される手法を

採用する．また同時に被験者の一般的性格についても

新性格検査［8］をつかっておこない，これを個人の属

性データとして用し、る．

2 研究全容

本研究は，絵巻物の中に展開する図から感じるイメー

ジを被験者にストーリ｝性のある言葉で答えてもらう

方法である．分析法としては，文章データを絵巻物の

全体，または，部分で作成された文章データをテキス

トマイニング等の手法を用し、て分析する．これによっ

て，イメージ，画像，言葉の関係を調べることができ

る． さらに，被験者に質問紙法による性格テストをお

こない，これを被験者の属性データとし，被験者の外

的・内的属性の関係について言葉と画像の関係のデー

タとともに分析をおこなう．文章の分析は，まず形態

素角材庁をおこない，品詞のつかい方，語棄のつかい方

や頻度， さらに文章の長さと語嚢の豊富さなどについ

て詳細に調べる．

検査の手.JI慣は，被験者にデ、イスプレイに表示される

絵巻物を鑑賞させ，その絵巻物から感じる全体のイメー

ジを文章で入力してもらう．次に， 20等分に分けられ

た絵巻物から，被験者が選んだ部分的な画像について

文章を作成する 作成された文章を形態素角勃庁し，文

章の特徴を生かす幾つかの項目からなる文章属性デー

タとして再構成する．次に，画像と文章属性データと

被験者の属性データをつかってデータマイニングをお

こない，新たな知見を得ることである． さらに，被験

者が画像をみて感じる普遍的要素，個人の属性や文化

的背景による独自的な要素の発見を目指している．
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『鳥獣人物戯画』 全4巻の絵巻であり，第 1,2巻

は平安時代に，第3,4巻は鎌倉時代の作といわれて

いる．全巻黒描の線て楢かれた白描画であり，詞書が

なく，全巻を連続的に描いている， 4巻とも紙の縦は

約 30cmであるが長さは第 1巻は約 1,148cm，第2

巻は約 1,189cm，第3巻は約 1,130cm，そして第4

巻は933cmである ［1,3］.各巻の内容を表 1に示す．

表 1: 『鳥獣人物戯画』各巻の内容概要

第 1巻 擬人化された猿や鬼，蛙，狐，雑子，猫

などの渓流での林裕，賭弓，蛙の田知両

り，兎と蛙の相撲などの趨裁の場面．

第2巻 野馬や牛，鷹，犬，鶏，空想的な動物，

珍獣など鳥獣の動物生態図．

第3巻 前半は僧侶や俗人が耳引きやにらめっ

こ，囲碁，双六，将棋などをして遊ぶ

場面．後半は擬人化された猿，兎，狐

などの遊戯の場面．

第4巻 法力競べ，流鏑馬，法要，球投げなど

人間の僧侶や俗人達の勝負事柄子事など

の場面．

3 検査の目的と内容

被験者が絵巻物をみて感じるイメージを物語で表現

させる．そして，その物語から，被験者が感じる普遍

的要素，およてj切験者の属性や文化的背景などの独自

的な要素を探索し新たな知見を得ることを目的とする．

材高では，被験者に『鳥獣人物戯画』の画像を閲覧

させ，物語を作成させるための支援システムを紹介す

る．従来コンピュータの文章は左から右への横書きで

ある．また，スクロールも左から右ハ持動させるなど，

コンビュータの表示のメタファはすべて左から右への



流れを持つ．そのコンピュータ上に，逆方向，すなわ

ち右から左への耐もを持つ巻物のメタファを実現した．

検査の最初に，巻物のすべての画像を最初から最後ま

で自動的にスクロールさせ閲覧させることにより，被

験者が『鳥獣人物戯画』画像が右から左へスクロール

する巻物であることを意識させる効果を持っと考えた．

4 『鳥獣人物戯画』検査支援システ

ム

4.1 検査支援システムの要件

検査支援システムの要件は次のとおりである．

・1鳥獣人物鏑副画像を最初から最後までスクロー
ルして閲覧できる．途中でスクロールを停止する

ことができる．

－ E鳥獣人物鎖直』画像を部分的に抽出することがで
きる．この場合， 一部分を切り出すこととし，不

連続な箇所を1度に複数個選択させない.1つの

連続した画像に対して物語を作ることにより，後

続の分析の際，他のデータとの対比が容易となる．

・ 『鳥獣人物戯画』画像を何回でもみて良いとする．

・巻物全体を通して閲覧し物語を作成した後，巻物

の任意の一部を抽出し物語を作成する．任意の部

分を何回でも抽出でき，物語を作成できることと

する物静コ文字：数の制限はないものとする．

・巻物の一部を抽出させる際，すべての分劃された

画像を 1画面に表示させ濁尺できるようにする．

『鳥獣人物戯画』の絵は登場人物の動きなどが連

続している部分が多いため，絵の内容を考慮する

と分割が難しくなる．画像の伍意の部分のデータ

を指定するのではなく，あらかじめ画像を均等な

幅に分割し，その各画像を選択させることにより，

擾数の被験者における共通の画像でのデータとし

て分析が容易となる．

・図1に示すように，巻物の一部の画像を抽出する

際，画像の長さに制限を設けない．

・検査支援システムをWebシステムを用いて実現

することにより，被験者を無作為に選べ時間と

場所の制約なく検査に参加できるようにする．ま

た，サーバーで、の一元管理をおこなう．検査用コ

ンピュータにシステムをインストールする必要が

なく，検査内容等の変更が生じた場合，サーバー
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図 1：画像の抽出

のシステムを変更するだけとなる．また，検査デー

タもサーバーにすべて収集する．

・収集したデータは、後続の分析の際に効率良く利

用するため，被験者キ検査日，検査対象の巻物毎

にEXCEL形式のファイノレを作成し保存する．

また，このシステムのユーザインターフェースは以

下を実現する．

• XGA(1024×768）以上の解像度のモニタにおい

て，すべてのユーザインタフェース部品（UI部

品）を，スクローノレする必要が生じない大きさと

し，配置をおこなう．すなわち，被験者が画像を

閲覧しながら物語を入力できるように，各画面に

表示する『鳥獣人物戯画』画像表示の大きさを，

他のUI部品を含め検査画面全体をスクロールす

ることなく 1画面に表示することを考慮する．

4.2 検査手順

本検査同3ける被験者の作業朝｜慣は以下のようになる．

(1）検査準備

被験者番号を入力し，検査対象の巻物の巻を指定

する．

(2）検査1

検査対象の巻物の画像を最初から最後まで画像を

鑑賞する．巻物は何回でもみることができる． 自

動でスクロールしている画像を停止したり再開さ



せたりする．画像をみながら巻物全体を対象と し

た物語を入力する．

(3）検査2

検査1終了後，検査2の物語を作成する．

(a）検査対象の巻物の分割された画像のうち，物語

を作る複数の連続した画像を酎尺する．

(b) (3)aで漣E択した画像のみ表示される画面をみな

がらその画像の物語を入力する．

(c）ステップ（3)a, (3)bを繰り返す．

(4）検査3

被験者の属性データとして 130項目の質問からな

る新性格検査を用いる．検査データの取得はWeb

を用いて検査1, 2とは独立におこなう. 130項

目からなる新性格検査から分類される13の尺度

(1.社会的外向性， 2.活動性，3.共感性， 4.進取

性，5.持久性， 6.規律性， 7.自己顕示性， 8.攻

塾I生， 9.非協調性， 10.劣等感， 11.科唯質， 12.

抑うつ性， 13.虚構↑生） を被験者の属性データと

して利用する．

4.3 検査のタスクモデルの作成

検査支援システムを作成するにあたり，被験者のタ

スクの流れを明確にするため， タスク図という言己主法

を用いてタスクモデルとして記主した ［7］.図2は利食

査のタスクモデ、ルの言司主で、ある．

『鳥獣人物戯薗』心理検査
A 『，鳥獣人物戯画』検査

F認l_ t :-c. L. -¥ ・ r·~11#iI時、
A. B. : ' I 、一
『鳥獣人物 ．f生格検査 ; i L… …L 
｝堅聖』 : : I ’－（2）検量i'i ~ 
タ写よ 什、 1犬、＼＼

r・，） I /'- ＂＇ ー＼い

｜／か戸2!... l~ ¥ ; 

I ~：~~－~ i 11 

対象画像選択 ｜ ｜ 

／プ ↓一 、、 I I 
i ! ; (3)b核査2 I I 

I i, に物語作成 .! I 
＼ 金 ＼ノ
¥, ¥ －－哨’t_; i I 

＼ン ↓守 j
：検査1,2終了 検査中止

B性格検査

' (4）検査3

↓ 
r 
検査3終了

会
／
 

ift一

図 2：検査のタスクモデル

ここで，矩形はタスクを，また，矢印はタスク聞の

流れを表している．タスク「『鳥獣人物戯画』をつかっ
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た心瑚食査jは，サブタスク 「A.『鳥獣人物戯画』検

査j と 「B.性格検査Jを独立して実行することが表現

されており，これを並行タスクと呼んでいる．「A 『鳥

獣人物戯画』検査Jは，検査1の次に検査2をおこな

うとし、った明確な検査の流れが相主するため，「検査1」

と「検査2Jの順に男子する表現になってし、る．また，

検査1および検査2の途中で中断できるような流れに

なっている．タスク図や並行タスクを頂点とすること

でタスクの階層構造を表現できる．タスク「検査2」は

「検査2対象画f都豊択j f検査2物語作成Jのタスク

図である．

4.4 『鳥獣人物戯画』画像の表示準備

4.4.1 画像の取り込み

検査支援システムで利用する『鳥獣人物戯画』画像

は，（株）便利堂製の全4巻の縮小版複製品をスキャナ

で取り込んだ＼ これはコロタイフ'FP刷で印刷されてお

り，裂樹氏巻子仕立（巻物）となってしも．また，原寸

(2節）を幅 11.0cmに，また長さは第1巻を 418cm

に，第 2巻を 438cmに，第3巻を 328cmに，そ

して，第4巻を266cmlこ縮小したものである． これ

をEPSON製スキャナGT-8700を用い，画像タイプ

は”カラー写真”を設定し，300dpiの解像度で画像を

取り込みデジタノレイヒした． スキャナにて取り込める対

象の大きさは29.5cm×21.5cmのため，巻物 1巻に

付き約 20前後に分割し取り込んだ．

4.4.2 画像処理

4.4.1節で取り込んだ画像を画像編集ソフトウェア

Adobe photoshop6.0を用いて画像加型をおこなった．

表2は画｛都庄里の際の設定である．登場人物の輪訊テ

クスチャを鮮明にするため，グレースケールに変換を

おこない色↑静匝を削除した．また，モニタにて画像の輪

郭を強調し引き締めるアン、ンャーフ。マスクの設定 （表

2）をおこなった．これにより，描写等を明確に表示

できた．

次に， 分割して取り込んだ画像を，1巻毎に継ぎ目

がわからないように張り合わせ1つの画像に編集した．

さらに，張り合わせた画像を1巻につき均等な長さに

分割した.1画像をモニタのサイス、に納めるため，縦の

解像度を約400pixelとし長さは等倍とした そして，

1画像が最大800pixelの長さになるよう分割した



モード

明るさ

h
 

コントラスト

アンシャープマスク

適用量

15 

350 

0.8 

20 

800 pixel 

半径

しきし、値

解像度

4.5 検査支援システムの作成

現在， Webアプリケーション開発において，その

システム構築のための多くのスクリプト言語（JSP,

ASP, PHP等）が提案されている．本検査システム

ではJSP(JavaServer Pages）を採用した JSPは

非OS依存のため， さまさまなコンビュータ上で、動作

する．また，既存のJavaの技術を有効に使用できる

といった特長がある．

本検査支援システムは，図2のタスクモデルの並行

タスクの「A.仁鳥獣人物戯画』検査jを実現したもの

である．図2の各ステップを以下に述べる．

(1）検査準備

”検査朝南”画面に， 10桁の被験者番号を入力させ

るテキストボックスと，検査1と検査2で利用す

る巻を1つt盟尺させるコンボボックスを表示する．

デフォノレト値は”第一巻”である．”入力終了”と”

検査中止”ボタンを表示し，”入力終了”ボタンを

クリックすると，入力値は一時ファイルに格納さ

れ”検査1”の画面に遷移する．

(2）検査1

(1）で選択された巻の画像表示をおこなう （図3).

画像表示部分での自動スクロールはJavaアプレッ

トで知見した画像をクリックすると画像が自動

的にスクロールし，最後の部分の画像で停止する．

自動スクローノレ中，画像をクリックすると停止し，

再度画像をクリックするとスクロールが再開する．

また自動スクロール中あるいは停止中に画像表

示部分の下に表示しているスクローノレバーも利用

でき，スクロール済みの部分の画像に戻ることが

できる．ここで，右から左ハのみ自動的にスクロー

ルする画像の下に垂直スクローノレバーの付し、た

テキス トボックスを表示し，文字数の制限をつけ
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ない．”入力終了”と”検査中止”ボタンJ’クリア”

ボタンを表示する．”クリア”ボタンがリックされ

るとテキストボックスのデータをクリアする”検

査中止”ボタンがクリックされるとシステムを終

了する．”入力終了”ボタンがクリックされると，

テキストボックスに入力されたデータをEXCEL

ファイノレlこ樹内した後， ”E鳥獣人物戯画』検査2
対象画面魁尺咽面に遷移する．入力データを格納

するファイノレ名は，”被験者番号ー検査日ー巻.xls”

とする．従って，被験者が同じ日におこなった同

じ検査対象の巻物の検査データは同じファイルに

追加される．表3は検査データのファイル仕様

である．検査1では，”画像開始番号”のデータは

I，”画像終了番号”のデータは20となる．

表 3：検査データのファイル仕様

no レコード内容 桁数

1 被験者番号 10 

2 対象巻物 1 

3 画像開始番号 2 

4 画偽終了番号 2 

5 物語 制限なし

(3）検査2

(a）対象画像選択

図4は，E鳥獣人物劇画』検査2対象画働盟尺”
画面である. (1）の検査準備の実験準備で選択

された巻の画像を20に分割したものを横に約5

個，縦に約4個並べて表示し，各画像の上に番

号を下にチェックボックスを表示する．”入力終

了”と”検査中止”ボタン，”クリア”ボタンを表

示する．各処理は”検査1”と同様であるが，”

入力終了”ボタンをクリックされた後，” E鳥獣
人物戯画』検査2物語作成”画面に遷移する．

”入力終了”ボタンがクリックされると，チェッ

クされている画像の一番小さし番号と一番大き

し骨号ををEXCELファイルに格納し，” 1鳥

獣人物戯画』検査2物語作成”画面に遷移する．

(b）物語作成

”E鳥獣人物鈎函』検査2物語憎ま”画面（図5)
では，” E鳥獣人物蹴函』検査2対象画働盟尺”
画面で君主択された 1つ以上の画像を連続して表

示する．複数の画像の場合，画像表示の下に水
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図 3：”『鳥獣人物戯画』検査1”画面
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図4：”『鳥獣人物戯画』検査2対象画働聾択”画面
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平スクローノレバーを表示し，スクローノレバーに

て画像を閲覧できる．その下に垂直スクロール

ノくーの付いたテキストボックスを表示し，入力

文字数の制限をつけない．”物語を保存する”と”

検査中止ぺ”クリア”ボタンを表示する．”物語

を保存する”ボタンがクリックされると，検査

データを保存する．”クリア”ボタンがクリック

されるとチェックボックスのデータをクリアす

る．”検査中止”ボタンがクリックされるとシス

テムを終了する．また”別の画像の物語を作成

する”リンクをクリックすると（3)aに戻り，”

この物語の作成を終了する”リンクをクリック

すると”検査無事終了”画面に遷移する．

図 5：” E鳥獣人物戯画』検査2物語作成”画面

(4）検査1, 2終了

”検査の最初の画面に戻る”ボ、タンを表示する．こ

のボタンがクリックされると（1）に移る．

5 おわりに

材高では，絵巻物を利用した心理検査支援システム

について述べた．結果の角材庁は検査l, 2から出力さ

れる物語データを形態斡斬し，言語の出現頗度や共起

関係，言語のつかし、方の規旦l片生について文章属性データ

を作成する．検査3の数値化された尺度を被験者属性

データとして作成する．文章属性データと被験者の属

性データをデータマイニング手j去を郎、て分析し，被

験者の作成した物語と性格の関係を調べる．これによっ
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て，被験者の持つ普遍的要素，独自的要素等の新たな

知見を得る．この検査支援システムを利用し，検査を

遂行する予定である．
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